
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和４年度 つながる！地域活動ゼミ 実施報告 

令和４年度 つながる！地域活動ゼミ 

第 1 回目チラシ 

第１回目 令和４年９月３日（土） 

 『プロボノって何？経験や得意を活かした地域活動を知ろう！』 

～ 地域参加への第一歩 ～ 

 

With コロナの状況下においてテレワークが普及し、自宅に

いる時間が増えたことにより、地域で活動をしてみようと考

えている方が増えています。 

また一方では、地域での活動には興味を持っているけれど、

仕事をしているから長い期間関わることは難しい、一人で新

しい事に挑戦する自信がない、と考えている現役世代も多く

います。 

『つながる！地域活動ゼミ』の初回の講座では、『プロボノ』

をテーマに、新しいボランティア活動の仕組みについて学び

ました。 

 

Pro Bono Publico 

「これから地域で活動をしたい！」「地域で何かできることは

ないか？」と考えている方を対象に『つながる！地域活動ゼミ』

を開催します。 

講義やグループワークなどを通じて、まちの魅力づくりや地域

課題の解決方法について学び、実践につながるヒントを得られる

講座です。自身が出来ること、やりたいことを整理し、地域で必

要とされている活動にどのように関わっていくか、自身に合った

活動は何かを探してみましょう。 

 

＊『つながる！地域活動ゼミ」は、横浜市 18 区それぞれが取り組む「地域づくり

大学校」事業の一環です。 

 
プロボノとは・・・ラテン語の「Puro Bono Publico」を語源とする言葉で、社会的・公共

的な目的のために職業上のスキルや専門知識を活かして取り組むボランティア活動のことです。 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

横浜市生まれ。シンクタンク研究員を経て、2005 年、

日本におけるプロボノの草分けとして『サービスグラント』

を開始。プロボノのコーディネートを通じて、NPO・地域

活動団体等の基盤強化を支援。累計 1,100 件以上のプロ

ボノプロジェクトの運営実績を有する。2019 年から横浜

市におけるプロボノ『ハマボノ』を運営。 

【講師】 嵯峨
さ が

 生馬
い く ま

 氏 

（認定 NPO 法人サービスグラント 代表理事） 

講義 

人生 100 年時代を迎えてライフステージ観が変化してきたことに触れながら、専門的なスキル

や経験を活かしたボランティア『プロボノ』をすることのメリットや地域の課題解決に貢献できる

ことなどについてお話しいただいたほか、横浜市のプロボノプログラム”ハマボノ”についても説

明していただきました。 

 また、日本は欧米と比べて身内以外の人と交流する機会が少ないことや、人とのつながりの頻度

が健康と深い関連性があることなどについてもデータを用いてお話しいただきました。 

 さらに、事例紹介として実際にプロボノワーカーとして活動されているお二人をお招きし、活動

して感じたことや自分にプラスになったこと、他のメンバーとどのように協力して課題に取り組ん

だのかなどについて具体的に分かりやすくお話ししていただきました。 

 

講演する嵯峨氏 プロボノワーカーによる事例紹介の様子 

■ 参加者の声（抜粋） 

・実際に活動されている方のお話が聞けて大変良かった。 

・現役の方がボランティアに積極的なことに感心した。 

・自分の経験やスキルでハマボノに参加することへの不安がかなり解消された。 

・自分でもできるかな、という気持ちになった。 

・特別なスキルがなくてもチームとして動き、達成感を得られるという内容に好感が持てた。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回目 令和４年 10 月 22 日（土） 

 『あなたの得意や経験で居場所づくりに関わろう！』 ～プロボノ編～ 

 

令和４年度 つながる！地域活動ゼミ 

第２回目チラシ 

在宅ワークなど働き方が変化してきたことで、時間の使い

方が変わってきたと感じている方も多いと思います。 

『つながる！地域活動ゼミ』第２回目の講座では、プロボ

ノに着目しながら居場所づくりに無理なく関わるためのコツ

や必要とされるスキルなどについて学びました。 

子どもや高齢者、障害のある方への支援としてだけでなく、

地域で顔の見える関係づくりの場としても注目されている

『居場所』。自分の得意なことや様々な経験が居場所づくりに

どのように活かされるか、まちづくり実践者からお話をうか

がいました。 

【講師】 齋藤
さいとう

 保
たもつ

 氏  

（株式会社イータウン 代表理事） 

「café から始まるおもしろまちづくり」をキャッチ

フレーズに、2005 年から港南台タウンカフェを運営。

まちづくり実践者として、地域の多様な団体・市民参加

型のまちづくりを目指す。 

 コミュニティカフェ・ソーシャルビジネス支援プロデ

ューサーとして運営支援や人材発掘・育成事業を展開。 

講義 

講師自身が子育てをしていた時期に芽生えた『地域=子どものふるさと』という思いをきっかけ

に始まった居場所づくりのエピソードや、居場所に関わる多くの人たちと意見交換しながら進める

なかで、スタッフやボランティアとして参加してくれる仲間が増え、様々なアイデアを多くの協力

を得て実現してきた経験談などをお話しいただきました。 

  

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、港南台タウンカフェの壁一面に設けられた小箱ショップ（ハンドメイド作品の展示・販売

を行うレンタル棚）を利用している作家さん同士の交流から始まった募金活動や地域の恒例イベ

ント『キャンドルナイト㏌港南台』の取組、サービス B（横浜市介護予防・生活支援サービス補助

事業）に取り組んでいるカフェの様子など、関わる人の”得意を活かした活動”についてご紹介い

ただきました。 

講座の後半は、グループごとにワークショップを行いました。参加者の得意や実現したいことを

発表し、質問やアドバイスし合うことで、今後の活動実現に向けた新たな気づきを得ることができ

ました。 

講演する齋藤氏 グループごとのワークの様子 

■ 参加者の声（抜粋） 

【講座で印象に残ったこと】 

・やりたいこと、できること、必要性を整理する。 

・活動は自分の楽しみ、自分の居場所、やりがい達成感、学びの場。 

・仲間との関係づくりの大切さ。 

・いきなり活動を始めるのではなく、軽い話し合いや他の活動からも地域活動につなげることが

できるのだと学べた。 

・地域活動の仕組みや楽しさを知ることができた。 

・やりたいと思ったことをやってみようという気持ちが強くなった。 

 

【地域活動の第一歩でやりたいと思ったこと】 

・自治会の楽しいホームページを作ること。 

・団地の活性化、独居独身男子の居場所作り。 

・ご近所、地域の方々とのコミュニケーションをとり、いい関係を作る。 

・今はやりたいことがいっぱい。少しずつできればと思う。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・ 

第３回目 令和４年 11 月 27 日（日） 

 『デジタル×プロボノ』  

～ＩＣＴの業務経験を活かしたプロボノの事例から学ぶ～ 

 

パソコンやスマートフォン等のデジタル機器が身近と

なった現代において、SNS や Web サイトなどの ICT を

活用することは地域活動においても必要不可欠となって

います。 

『つながる！地域活動ゼミ』第３回目の講座では、社会

貢献しながら更なるスキルアップができる『プロボノ』に

ついて、ICT 支援に関するプロボノの活動事例を学びなが

ら、自身の ICT の業務経験を活かした地域活動について学

びました。 

 

令和４年度 つながる！地域活動ゼミ 
第３回目チラシ 

認定 NPO 法人サービスグラントにプロボノとして

登録しているプロボノワーカーの有志が運営するグル

ープです。デジタルに特化したプロボノを行いながら、

参加するビジネスパーソンのデジタルスキルの習得を

目指しています。 

 Web サイト構築や動画等の制作など ICT 全般の

支援について紹介しました。 

横浜市西区第３地区が掲げる目標「山坂が多い地形で

も地域の誰もが外出しやすいきっかけを作る」の達成を

目指し、地域で協力しあって平成 31 年４月から、外出

にお困りの方の移動を支援するバスを運行しています。 

 本講座では、プロボノワーカーにホームページの作

成を依頼した事例を紹介しました。 

【事例紹介】 デジボノ  

 

【事例紹介】 移動支援バス『おでかけ３』 

・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・～・・・ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

事例紹介 

【デジボノ】 

 デジボノからは 3 人のメンバーを講師に招き、デジタルのスキルがどのように地域支援に

活かせるかについて、それぞれの経験談を交えてお話しいただきました。 

 例えば、団体から支援依頼があった時、現状の課題や目的などについて一方的に指導するの

ではなく、団体と意見交換しながら進めることで双方が納得できる成果物を提供できること

や、コミュニケーションを大切にすることで団体の課題整理にもつながるようなコーディネー

ター的役割も担っていることをお話しいただきました。 

  

 

  

【移動支援バス『おでかけ３』】 

 プロボノ支援を受けた団体の事例として、”おでかけ３実行委員会”の代表者と、実際にその活

動を支援したプロボノワーカーの両者からお話をうかがいました。 

 西区の移動支援バス『おでかけ３』は、山や坂の多い地域で外出が困難な人を助けたいという

思いから始まりましたが、この事業を継続するために、もっと利用者を増やすことが課題でした。

今まで利用者の募集をチラシや口コミで行っていましたが、プロボノワーカーの協力を得て Web

サイトを活用したことにより、利用者や協力者が増えたという事例です。 

 続けて、”おでかけ 3 実行委員会”にプロボノを行った方に登壇いただき、支援をしたきっか

けや内容についてご紹介いただきました。 

   

プロボノを行うことでやりがいを感じ、自身のスキル

アップにもつながるため、自身の仕事に良い影響を与え

ていると、3 人の講師が楽しそうに話されているのが大

変印象的でした。 

 

  

コロナ禍で社会全体のオンライン化が進んだことや自

身の在宅ワークが増えたことで会社との関係が変化

し、これから社会とどうつながっていくかについて考

え始めたことが地域支援のきっかけだったそうです。 

プロボノを行ったことで自身の強みは会社内だけの

ものなのか、地域貢献に活かせるものなのかを見極め

ることができ、現在では最後までやり遂げたいという

思いもあり”おでかけ３実行委員会”のメンバーの一

員としてデジタル面の支援を続けていることをお話し

いただきました。 

デジボノの活動紹介をする 3 人の講師 

移動支援バス『おでかけ 3』

の事例紹介の様子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

後半のワークショップでは、地域でやりたいことを見つけるために自分が提供できるスキ

ルを「やりたいこと」「出来ること」「自分が意義を感じること」に整理し、2 人一組になっ

て意見交換をしました。他者の意見を聞くことで新たな気づきを得られたり、お互いに協力

し合えそうな人に出会えたりと、参加者にとって有意義な時間となりました。 

 

意見交換の様子 質疑応答 

■ 参加者の声（抜粋） 

【講座で印象に残ったこと】 

・デジタル×プロボノが地域活動における ICT 活用を支援出来ることがわかった。 

・「迷わず行け」まずは一歩踏み出してやってみることが大事。 

・目的や条件に応じて、今あるサービスで解決を目指すというのは良いアプローチだと思った。 

・経験談は非常に参考になった。強みにつながる気づきを得るというのに元気づけられた。 

・ICT 現役の方がいきいきと活動されているのが分かった。 

・自分の IT の知識を活用できるかも、と思った。 

 

【地域活動の第一歩でやりたいと思ったこと】 

・移動支援バスは考えてみたい。 

・ホームページ作成やチラシ作り。 

・地域の高齢者向けのスマホやパソコン操作支援活動などやってみたい。 

・自治会の運営が高齢化で行き詰まっている例が多い。IT で連絡方法を紙以外のネット化にして

効率的にしたい。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４回目 令和５年１月 28 日（土） 

 『レッツスタート！あなたらしい地域活動の関わり方』 ～プロボノ編～ 

 

地域活動に興味はあるけれど、何から始めればよいのか、

どのような活動が自分に合っているのか分からない。そんな

悩みを一緒に解決しませんか？ 

 『つながる！地域活動ゼミ』第４回目の講座では、より実

践に近づくために知っておきたい地域活動の成り立ちやプ

ロボノのしくみ、活動に活かせる自身のスキルを再確認しま

した。 

 

令和４年度 つながる！地域活動ゼミ 

第４回目チラシ 

【講師】 長田
お さ だ

 英史
てるちか

 氏  

（NPO 法人れんげ舎 代表理事） 

神奈川県茅ヶ崎市生まれ。和光大学経済学部経営学科

卒業後、同大学人文学専攻科教育学専攻に進学し、教育

学や心理学、身体論などを学ぶ。在学中より「子どもの

居場所づくり」に関する教育運動に参加。 

１９９６年、れんげ舎を設立。長年の活動経験を活か

して、他団体へのコンサルティング、講演、執筆などを

精力的にこなし、講座、研修、コンサルティングなどは

全国で年間１５０回以上にのぼる。 

講義 

講師が学生時代に、友人から頼まれて人前でギター演奏を行ったことが、今、地域活動や活動

団体を支援するきっかけになったというエピソードや過去にプロボノワーカーを迎えた時の経

験談も交え、きっかけはあらゆるところにあることや支援者として関わることの難しさや楽しさ

のほか、プロボノを迎える側の気持ちもお話ししていただきました。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、そもそも地域活動とはどういうことか、地域活動団体の成り立ちなど基本的な仕組みに

ついて教えていただきました。「プロボノとして理想の活動や関わり方がすぐに見つからなくて

も、技能やスキルに加え“何かしたい”という気持ちがあれば、自分らしい活動の場が広がって

いくのではないか」と参加者の背中を押すようなお話もしていただきました。 

 後半のグループワークは、参加者自身がプロボノで活かせるスキルや知識をエントリーシート

に整理しながら、スキルはないけれどやってみたいことや興味のあることなども書き出しました。

シートに記入した内容を基に地域活動に対する思いをグループ内で共有すると、同じ思いのメン

バーと話が弾んだり、今まで気付かなかった地域の課題を知ることができた様子で、参加者への

良い刺激となったようです。  

講演する長田氏 グループごとのワークの様子 

■ 参加者の声（抜粋） 

【講座で印象に残ったこと】 

・人の役に立ちたいと思っている方が多くいらっしゃることが嬉しかった。 

・団体の種類や関わり方が良く分かった。 

・参加するのに、立ち位置を明確にすることも大切だと思いました。 

・スキルがあっても退職して家庭にいる人が多い。 

 

【地域活動の第一歩でやりたいと思ったこと】 

・傾聴ボランティアとして活動してみたい。 

・子ども関係や地域課題に関すること。 

・ヤングケアラーや高齢者問題に関わること。 

・今やっていることをベースに、まずは「つながる」を作るところから。 

 

＊＊ 主催者からひとこと ＊＊ 

令和４年度から始まりました「つながる！地域活動ゼミ」には多くの方にご参加いただき、ありが

とうございました。すでに地域活動をされている方は、日頃の活動をもっと深めたい、仲間を増やし

たいという思いをもって参加されたと思いますので、何か良いヒントになったのであれば幸いです。 

 また、地域活動をこれから始めたいと思って参加された方にとっては、プロボノという新しい活

動の仕方が新鮮に感じられたと思います。講師の皆さんが「まずはやってみよう」「無理なくできる

ことから」「きっかけはたくさんある」と話していたように、一歩踏み出してみてください。 

 今後も、地域と関わりたい、地域活動を始めたいと考えている方を対象に、つながる！地域活動ゼ

ミを開催してまいります。 


